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モノレールを呼ぼう
瑞穂の会の皆さん



Ｑ�

会
発
足
の
経
緯
は
？

─�

町
民
の
声
が
東
京
都
を
動
か
す
原
動
力
に
な
る
と
議

員
か
ら
聞
き
、
箱
根
ケ
崎
、
石
畑
、
殿
ケ
谷
の
３
地

区
の
有
志
５
名
が
集
ま
り
有
志
の
会
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

─�

会
の
設
立
な
ど
経
験
が
無
く
て
…
初
め
は
無
我
夢
中

…
他
市
に
行
っ
て
聞
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

た
く
さ
ん
署
名
を
も
ら
っ
て
小
池
都
知
事
に
届
け
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

─�

箱
根
ケ
崎
駅
で
声
を
掛
け
て
署
名
を
も
ら
い
ま
し
た
。

─�

町
内
会
連
合
会
や
企
業
に
も
直
接
出
向
い
て
お
願
い

し
ま
し
た
。

─�

３
カ
月
ほ
ど
の
署
名
活
動
で
１
万
１
３
４
６
筆
の
署

名
を
集
め
、
２
０
１
９
年
４
月
、
小
池
都
知
事
に
無

事
提
出
で
き
ま
し
た
。

─�

そ
の
後
、
武
蔵
野
、
元
狭
山
、
長
岡
の
３
地
区
か
ら

も
続
々
と
有
志
が
集
ま
り『
モ
ノ
レ
ー
ル
を
呼
ぼ
う
瑞

穂
の
会
準
備
会
』を
設
立
し
ま
し
た
。

─�

準
備
会
設
立
後
、
周
知
活
動
や
会
員
募
集
も
行
っ
て
、

２
０
２
０
年
に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
呼
ぼ
う
瑞
穂
の
会
の

設
立
式
典
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ�

入
会
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

─�

地
元
の
議
員
に「
町
に
貢
献
し
た
い
っ
て
気
持
ち
あ
る

よ
ね
」っ
て
言
わ
れ
て
…（
笑
）。

─�

私
も
議
員
か
ら「
お
願
い
」っ
て
頼
ま
れ
ま
し
た（
笑
）。

─�

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
自
分
は
乗
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
年
を
重
ね
て
き
た
自
分
が
子
ど
も
や
孫
に
何

か
残
せ
る
も
の
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
や
る
か

ら
に
は
町
全
体
の
活
動
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

─�

元
狭
山
地
区
は
モ
ノ
レ
ー
ル
か
ら
遠
い
け
ど
、
町
全

体
の
活
性
化
が
元
狭
山
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
し
た
。

　令和4年10月に多摩都市モノレール
の延伸（上北台～箱根ケ崎）計画および
関連する都市計画道路の都市計画素案
説明会が開催され、モノレール延伸が
進み始めました。その中で、モノレー
ルを呼ぼう瑞穂の会役員の皆さんの活
動は、計画が動き出す上で大きな影響
があったと言えます。今回、モノレー
ルを呼ぼう瑞穂の会の皆さんからお話
を伺いました。なお、今年の3月末の時
点で、個人会員166名、賛助会員28（団
体・個人）、応援会員210名です。

「
モ
ノ
レ
ー
ル
を
心
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
人
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
な
ぁ
」っ
て
実
感
し
ま
し
た
。

町議会

モノレールを呼ぼう
瑞穂の会の
皆さん

特 集

&

6月に開催された5年度通常総会
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Ｑ
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

─�

モ
ノ
レ
ー
ル
は
目
的
で
は
な
く
手
段
。
瑞
穂
町
が
発

展
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
。

─�

瑞
穂
町
の
良
い
と
こ
ろ
が
伝
わ
る
と
思
う
。

─�

早
く
来
な
い
と
…
乗
れ
な
い
か
も（
笑
）。
そ
れ
ま
で
、

元
気
に
過
ご
し
た
い
。

─�「
モ
ノ
レ
ー
ル
を
呼
ん
じ
ゃ
っ
た
だ
け
の
会
」と
、
言

わ
れ
な
い
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。

─�

箱
根
ケ
崎
が
終
着
点
で
な
く
、
羽
村
・
あ
き
る
野
・

八
王
子
方
面
の
延
伸
も
期
待
し
た
い
。

Ｑ
何
か
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

─�

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
る
ま
で
頑
張
り
た
い
！
皆
さ
ん
も

箱
根
ケ
崎
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
れ
る
ま
で
健
康
で

い
ま
し
ょ
う
。

─�

高
校
生
に
モ
ノ
レ
ー
ル
の
話
を
す
る
と
興
味
を
も
っ

て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
将
来
の
た
め

に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
入
会
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

─�

モ
ノ
レ
ー
ル
を
呼
ぶ
た
め
に
は
用
地
を
提
供
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
み
慣
れ
た
場
所
か

ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
と
心
苦
し
く
、
申
し

訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
町
や
議
会
の
皆
さ
ん

に
は
、
そ
の
方
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

ほ
し
い
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

Ｑ�

会
の
主
な
活
動
内
容
は
？

─�

今
年
に
入
っ
て
は
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
、
さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク
、

残
堀
川
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
、
武
蔵
野
コ
ミ
セ
ン
ま

つ
り
な
ど
で
啓
発
活
動
を
し
ま
し
た
。

─�

私
は
そ
こ
で
缶
バ
ッ
ジ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
…
缶
バ
ッ
ジ
お
じ

さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す（
笑
）。

─�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
の
内
容
を
報
告

　
し
て
い
ま
す
。

　https://w
w
w
.m
onom

izuho.com
/

Ｑ
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

─�

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

「
出
ば
な
を
く
じ
か
れ
た
」っ
て
感
じ
で
し
た
。

─�

会
員
を
た
く
さ
ん
集
め
よ
う
と
会
費
を
取
ら
ず
に
募

集
し
て
１
２
０
０
名
ぐ
ら
い
集
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
…
会
員
が
多
い
と
連
絡
す
る
た
め
の
郵
便
費
用
な

ど
も
多
く
掛
か
っ
て
し
ま
い（
汗
）…
や
む
な
く
規
約

を
改
定
し
て
年
間
千
円
の
会
費
に
変
更
し
ま
し
た
。

Ｑ
入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

─�

モ
ノ
レ
ー
ル
が
瑞
穂
に
来
る
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
を
感

じ
ま
す
。

─�

こ
の
活
動
は
自
分
の
世
代
よ
り
も
、
子
ど
も
や
孫
の

世
代
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

か
な
ぁ
。

─�

ア
ポ
な
し
で
会
社
に
伺
っ
た
と
き
も
あ
っ
て
…
皆
さ

ん
喜
ん
で
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
モ
ノ
レ
ー
ル
を

心
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
人
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

た
く
さ
ん
い
る
だ
な
ぁ
」っ
て
実
感
し
ま
し
た
。

元狭山の発展に
もつながると参加

した
池谷�功会計

子どもたちのた
めに頑張りたい
と語る

金井�雄一監事

モノレールが来て
どうつなげていく
かが重要と語る
吉野�修監事

ホームページを
管理して啓発に
力を入れる

福島�政夫副会長

駅、自治会、企業
と署名活動に奔走

した
吉岡�源藏副会長

缶バッジおじさ
んとして子どもた
ちから慕われる
小沼�修副会長

やるからには町全
体の会にしたいと
会長を引き受けた
小峰�安房会長
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議案審議 令和５年
６月定例会

※全ての議案の詳細は
　HPでご覧になれます。

Ｑ�　自転車用ヘルメット着用促進補助金として120万円
計上されているが内容は。
Ａ�　対象者は町内在住者で18歳以下、65歳以上、未就
学児と生計を共にする保護者1名。5年4月1日以降に
購入したヘルメット購入費用の1/2、上限2,000円で、
600人分を見込んでいる。
Ｑ�　手続きの方法は。
Ａ�　申請書と購入時のレシートなど購入の確認ができる
もの、本人確認書類の写しを直接窓口か郵送で提出し
ていただく。　
Ｑ�　申請期間は。
Ａ�　令和5年7月11日から6年3月31日である。
Ｑ�　対象者の選考基準は。
Ａ�　交通事故の負傷や死亡率の割合が高い世代などを対象とした。

Ｑ�　住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金の内容は。
Ａ�　物価高騰による生活への影響を軽減するため、均等割
のみ課税世帯に町独自の給付金を支給する。�
Ｑ�　対象世帯と給付額は。�
Ａ�　対象世帯は約600世帯、給付額は1世帯当たり2万5,000円。
Ｑ�　受給方法は。
Ａ�　基準日の令和5年6月1日時点で対象となる世帯に、町
からお知らせを送付し、記載されている銀行口座に振り
込む。新たに均等割のみ課税世帯となった方など、一部
申請が必要な場合がある。

自転車用ヘルメット購入促進へ

物価高騰による負担軽減　町は独自施策で対応

pick up 

令和５年度瑞穂町一般会計補正予算（第３号）議案第43号

庁舎内に展示されているヘルメット

自転車用ヘルメット着用促進補助金

住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金�
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基地対策特別委員会

交通対策特別委員会

2つの特別委員会を設置
　「横田基地問題」や「交通問題」は長年にわたっての町の大きな課題であり、今後も特別に取り組む必
要があることから、特別委員会を設置するための動議が示されました。いずれも全会一致で可決され
ました。

　横田基地の騒音や事故などの問題対策と国からの交付金、補助金などの増額や適正化を図
るための調査や関係機関への要望などを行います。

　八高線の複線化や多摩都市モノレールの延伸、民間バスやコミュニティバスの利便性の向上
など、住民の公共交通に係る環境を確保するための調査や関係機関への要望などを行います。

榎本�義輝　井上�一也　奥泉�淳広　髙橋�洋子　森�　亘
●副委員長　大坪�国広　●委員長　小川�龍美

川島�靖弘　原�隆夫　下野�義子　古宮�郁夫　大和�雅彦
●副委員長　下澤�章夫　●委員長　香取�幸子

ギカイのひろば Vol.23805



【陳情者】　�瑞穂町公私立保育園　園長会代表　瑞穂町立むさしの保育園　園長　小林 伸成

5陳情第11号 �瑞穂町の保育運営に係る地域区分の適正化に関する陳情書

※全ての陳情の詳細は
　HPでご覧になれます。

陳 情

議員間討議での主な意見

国の調査によると、地域区分の見直しを求め
ている区市町村は約4％の自治体であり、大
都市圏に多い。

道一つ挟んで保育園の経営や保育士の給与に
も影響を及ぼすことになるのは理不尽だ。

町の見解では6％が妥当とのことだが、それ
でも少ないと思う。

少子化対策、人口減少などを考えると早急に
改善を求めるべき内容だと思う。

地域区分の区分率の根拠が不明確であり、と
ても納得できない。

国に改善を求めるのは当然だが、都に対して
も差額分についてそれを補完する制度を別途
求めるべきだと思う。

委員会での審査結果は採択となり、その後、本会議で採択が
議決され、国に意見書を提出することになりました。		
	 	 	 	

【陳情の趣旨】　��西多摩地区内の保育運営に係る地域区分の地域間格差を是正して、瑞穂町における保育の質
の向上や保育士の確保が十分に保証されますよう、隣接する地域との格差を是正した適正な
地域区分に引き上げるため、国の関係省庁への働きかけを陳情いたします。（原文掲載）

担当部署への主な質疑

Ｑ�　近隣の状況は。
Ａ�　地域区分は瑞穂町と武蔵村山市は3％だ
が、福生市と青梅市が15％、羽村市、あき
る野市、日の出町、檜原村が10％、奥多摩
町が6％となっている。

Ｑ�　国の地域区分に関する自治体調査で、瑞
穂町は地域区分を改正すべきと答えている
が、どの程度が妥当と考えているか。
Ａ�　介護施設の町の地域区分が６％であるこ
とから、同程度が妥当と考えている。

Ｑ�　なぜ見直しが必要と考えるか。
Ａ�　保育の質の向上や、人材確保に大きな影
響が出ると考えている。

Ｑ�　公費負担割合は。
Ａ�　国が1/2、都が1/4、町が1/4となっている。

南平保育園

厚生文教委員会で審査
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【陳情者】　�立憲共和党代表　角田 統領      

5陳情第14号 ��指定管理者がする処分に際して、「取消訴訟等の提起に関する
事項の教示」をする義務があることを明らかにするに必要な措
置を執ることを求める件

議員間討議での主な意見

申請書に教示の記載がないものもあるが
口頭で教示しており、不許可の際には訴
訟関係の説明をするとのことなので、利
用者の不利益とはならない。

教示のないことが瑕
か

疵
し

であるとは断定で
きない。

行政事件訴訟法第46条には、処分または
裁決を口頭でする場合には書面で教示し
なくてもよいとの表記がある。町では間
違った対応をしていない。

委員会での審査結果は不採択となり、その後、
本会議で不採択が議決されました。	 	 	
	 	 	

【陳情の趣旨】　 指定管理者がする処分に際して、「取消訴訟等の提起に関する事項の教示」をする義務がある
ことを明らかにするに必要な措置を執ることを求める。（原文掲載）

担当部署への主な質疑

Ｑ�　町の指定管理者の申請書や許可書などに教
示の記載はあるか。
Ａ�　施設の使用申請を受け付けている７施設の
うち、２施設は申請書に教示を記載している。
また、他の５施設についても今後、教示を記
載する方向で考えている。

Ｑ�　現状、申請書に教示していない５施設にお
いてはどのように教示するのか。
Ａ�　不許可の際には口頭で説明する。それでも
納得のいかない場合には行政事件訴訟、また
は行政不服審査会に対する審査請求という手
段があることを教示する。

Ｑ�　教示がないことでこれまで問題が発生した
ことはあるか。
Ａ�　特にない。

　西多摩地域の市町村は、民間賃金、物価、生活全般は同一水準にあり、公定価格の多寡
は、特に保育士の雇用、保育園の運営に大きく影響を及ぼしている。
　子どもたちが健やかに成長できる地域社会を築くためには、幼児期に質の高い保育が提
供されることは不可欠である。
　そのためにも、保育園における保育の質の向上、保育士の雇用確保など、安定した保育
運営が東京都内、特に多摩地域のどこの地域であっても同等にできるように、「地域区
分」について、実情に合ったものに早急に見直しされるよう、国に対し強く要請する。

　令和5年6月26日
� 東京都西多摩郡瑞穂町議会

衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、こども家庭庁長官　宛

保育運営に係る地域区分の適正化を求める意見書（要約）議員提出議案第１号

総務産業建設委員会で審査
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生活困窮者の
　サポート体制について

支援策をさらに町単独で
　　　　　　　実施している

川島　靖弘　議員（立憲民主党）

町長

質
問
　
人
生
に
お
い
て
、

病
気
や
経
済
状
況
の
急
変

な
ど
予
定
外
の
こ
と
が
起

こ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な

困
難
な
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
公
的
制
度
は
多
く
あ

る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
困
っ

問
③
　
生
活
保
護
の
支
給

状
況
。

町
長

令
和
５
年
４
月
30

日
現
在
、
町
の
生
活
保
護

費
支
給
対
象
件
数
は
５
３

８
世
帯
、７
４
４
人
で
あ
る
。

問
④
　
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

町
長

諸
物
価
の
高
騰
や

各
種
保
険
料
な
ど
が
増
額

さ
れ
る
中
、
法
定
支
給
だ

け
で
は
な
く
、
国
や
都
の

支
援
制
度
で
救
え
な
い
境

目
に
あ
る
人
に
対
し
て
も
、

町
単
独
で
支
援
策
を
実
施

し
て
い
る
。

た
際
に
ど
の
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
れ
ば
よ
い

か
が
分
か
ら
な
い
人
は
少

な
く
な
い
と
感
じ
る
。

　
そ
こ
で
町
の
現
状
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
次
の

点
を
伺
う
。

問
①
　
総
合
的
な
サ
ポ
ー

ト
窓
口
に
つ
い
て
。

町
長

福
祉
課
が
生
活
保

護
を
含
め
た
福
祉
全
般
の

相
談
窓
口
の
中
心
で
、
電

話
や
面
談
な
ど
の
方
法
で

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
西
多

摩
く
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
で
も
、
生
活
全
般
の

困
り
事
の
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

問
②
　
生
活
保
護
の
手
続

き
の
流
れ
。

町
長

相
談
の
結
果
、
支

援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
、
西
多
摩
福
祉
事

務
所
に
申
請
手
続
を
移
管

す
る
。

福祉課の窓口で接客して
いる様子

議長席から見た議場（後方は傍聴席）

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

教
育
長

Ｐ
Ｃ
な
ど
の

配
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
派
遣
を
し
て
い
る
。

情
報
活
用
能
力
の
育
成

を
目
指
し
て
い
く
。

一 
般
質
問

町政を問う

一般質問とは？
　議員１人につき60分の持ち時間を設定し、その中で町が行っ
ている事業の現況や将来の方針に関して、町長や教育長に質問
したり、政策提言や問題提起をします。
　質問の範囲は、町の行財政、地域の問題や住民生活に関わる
事項など多岐にわたります。
　一般質問は深い議論を行うため、原則としてあらかじめ通告
しておくことになっています。 議

員
13
人
か
ら
一
般
質
問
21
件
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質
問
　
町
の
一
般
事
務
職

員
に
は
事
務
服
の
上
着
が

貸
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
正
規
職
員
に
勤
務
用
の

ブ
レ
ザ
ー
を
貸
与
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
一
方
で
会

計
年
度
任
用
職
員
は
私
服

で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い

る
。

　
事
務
服
の
貸
与
は
、
行

財
政
改
革
に
お
け
る
経
費

削
減
と
し
て
廃
止
し
て
い

る
自
治
体
が
多
い
。
住
民

目
線
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
、
貴
重
な
税
金
は
直

接
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

向
け
る
よ
う
事
務
服
の
貸

与
を
見
直
し
、
経
費
削
減

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

被
服
貸
与
は
、
現

場
職
員
に
対
す
る
衛
生
管

理
、
安
全
対
策
に
必
要
な

被
服
お
よ
び
安
全
靴
、
事

務
職
に
対
す
る
事
務
服
の

貸
与
と
な
っ
て
い
る
。
誰

が
職
員
な
の
か
分
ら
ず
声

を
掛
け
づ
ら
い
と
町
民
か

ら
の
直
接
の
意
見
や
、
外

部
機
関
と
の
各
種
会
議
な

ど
で
着
用
す
る
機
会
も
多

い
と
の
内
部
意
見
も
あ
っ

た
。
現
段
階
で
事
務
服
貸

与
を
廃
止
す
る
予
定
は
な

い
。
な
お
、
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
以
前
か
ら
貸

与
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

社
会
潮
流
の
変
化
を
見
な

が
ら
、
適
切
な
事
務
服
貸

与
の
在
り
方
を
研
究
し
て

い
く
。

町
職
員
の

　
　
事
務
服
貸
与
に
つ
い
て

社
会
潮
流
の
変
化
を
見
な
が
ら
研
究
し
て
い
く

奥
泉
　
淳
広
　
議
員
（
日
本
維
新
の
会
）

町
長

日本語での理解が困難な
児童・生徒への対応について

能力や発達の仕方に応じた
　　　　　　　　支援に努める

髙橋　洋子　議員（自民誠和会）

教育長

質
問
　
海
外
か
ら
日
本
に

移
住
し
、
町
の
中
学
校
で

学
習
し
て
い
る
が
、
授
業

内
容
が
ほ
と
ん
ど
理
解
で

き
な
い
生
徒
が
い
た
。
ま

た
、
保
護
者
も
日
本
語
で

の
読
み
書
き
が
で
き
な
い

た
め
、
学
校
か
ら
の
お
便

り
が
理
解
で
き
ず
、
入
学

意
向
を
踏
ま
え
、
個
別
の

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。

　
児
童
間
で
は
、
互
い
を

認
め
合
い
、
自
分
の
成
長

に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に

協
働
す
る
活
動
を
実
践
し

て
い
る
。

問
②
　
日
本
語
学
習
の
機

会
の
充
実
を
。

教
育
長

適
応
指
導
教
室

日
本
語
指
導
員
に
よ
る
巡

回
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

町
内
全
小
・
中
学
校
へ
携

帯
型
翻
訳
機
を
配
備
し
て

い
る
。

手
続
き
へ
の
支
援
が
必
要

な
生
徒
も
い
た
。
こ
う
し

た
、
日
本
語
で
の
授
業
理

解
が
困
難
な
児
童
・
生
徒

に
つ
い
て
、
次
の
２
点
を

教
育
長
に
伺
う
。

問
①
　
対
象
と
な
る
児
童

・
生
徒
の
現
状
と
支
援
体

制
に
つ
い
て
。

教
育
長

現
在
、
日
本
語

指
導
の
対
象
と
し
て
、
個

別
に
支
援
し
て
い
る
児
童

は
５
名
で
あ
る
。
原
則
と

し
て
年
齢
や
発
達
段
階
に

応
じ
た
学
年
に
編
入
学
し

て
い
る
が
、
学
習
状
況
や

日
本
語
能
力
、
保
護
者
の

携帯型翻訳機を使用確認して
いる職員

ブレザーを着用している町職員

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

納
税
通
知
書
の
封
筒
を
分

か
り
や
す
く

町
長

封
筒
の
仕
様
を

統
一
し
、
町
民
に
分
か

り
や
す
く
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

ギカイのひろば Vol.23809



質
問
　
わ
が
町
で
は
、
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試

験
運
用
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
町
な
か
を
走
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
見

る
限
り
、
利
用
率
は
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
令
和
３

年
１０
月
か
ら
試
験
運
用
を

開
始
し
て
１
年
８
カ
月
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
運

用
実
績
の
評
価
は
適
時
行

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
町

で
は
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長

地
域
公
共
交
通
会

議
に
お
い
て
、
地
元
の
声

を
大
切
に
し
な
が
ら
、

ル
ー
ト
、
料
金
、
停
留
所

の
設
定
な
ど
を
行
い
、
逐

次
、
効
果
検
証
を
図
り
な

が
ら
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
を
目
指
し
て
、

実
証
実
験
運
行
を
行
っ
て

い
る
。
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

利
用
率
に
大
き
な
差
が
生

じ
、
収
支
率
も
５
コ
ー
ス

平
均
で
１0
％
を
下
回
っ
て

い
る
な
ど
、
運
行
継
続
に

向
け
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
今
後
、
運
行
計
画
見

直
し
後
の
利
用
実
態
を
踏

ま
え
、
運
行
継
続
の
可
否

や
、
他
の
運
行
形
態
へ
の

移
行
な
ど
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

町
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

継
続
の
可
否
や
、
他
の
形
態
へ
の

　
　
　
　
移
行
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

井
上
　
一
也
　
議
員
（
も
っ
と
瑞
穂
に
笑
顔
）

町
長

部活動地域移行における
　　　現状と課題について

大和　雅彦　議員（自民誠和会） 質
問
　
都
は
令
和
５
年
３

月
に
「
学
校
部
活
動
及
び

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す

る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
成
し
た
。
学
校

に
お
け
る
教
員
の
負
担
軽

減
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒

の
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
芸
術
活
動
を
実
現
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
地

域
連
携
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
部
活
動
指
導

員
や
外
部
指
導
員
な
ど
の

人
材
確
保
・
予
算
の
拡
充
、

家
庭
の
参
加
費
用
の
負
担

軽
減
、
施
設
・
環
境
の
整

備
な
ど
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
中
学
校

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長

町
は
、
地
域
移

行
を
見
据
え
、
令
和
４
年

４
月
に
「
瑞
穂
町
部
活
動

基
本
方
針
」
を
改
訂
し
、

教
員
以
外
の
適
格
者
が
直

接
指
導
に
参
加
で
き
る
部

活
動
指
導
員
に
つ
い
て
規

定
し
た
。
家
庭
の
負
担
軽

活動場所の確保、指導者や団体の
　　　発掘を含めた制度構築に臨む

教育長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
で
設
置
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
つ
い
て

職
員
の
専
門
性
を
高
め
、

町
の
活
性
化
を

町
長

コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
設
置
を
検

討
し
た
い
。

町
長

研
修
な
ど
の
多

く
の
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
。

減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
大
会
参
加
費
、
交
通

費
な
ど
を
補
助
し
て
い
る
。

現
在
は
、
必
要
に
応
じ
て

部
活
動
指
導
員
、
顧
問
と

な
る
教
員
の
支
援
の
た
め

の
部
活
動
指
導
補
助
員
の

配
置
を
進
め
て
い
る
。
中

学
校
の
部
活
動
の
指
導
お

よ
び
管
理
体
制
に
つ
い
て

は
、
随
時
改
善
を
図
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
東
京
都

の
「
学
校
部
活
動
の
地
域

連
携
・
地
域
移
行
に
関
す

る
推
進
計
画
」
に
沿
っ
て
、

生
徒
の
活
動
場
所
の
確
保
、

受
け
皿
と
な
る
指
導
者
や

団
体
の
発
掘
を
含
め
た
制

度
構
築
に
臨
む
。

町内を運行するコミュニティバス

二中女子バレーボール部
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質
問
　
令
和
４
年
１０
月
に

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
係
る

都
市
計
画
素
案
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
小
池
都
知

事
は
２
０
３
０
年
代
半
ば

の
開
業
を
目
指
す
と
発
言

し
て
い
る
。
都
市
計
画
は

１
０
０
年
の
計
と
言
わ
れ

る
と
お
り
、
開
業
ま
で
の

十
数
年
は
各
種
沿
線
ま
ち

づ
く
り
の
計
画
か
ら
実
施
、

完
了
ま
で
を
見
据
え
る
と
、

ま
さ
に
あ
っ
と
い
う
間
で

あ
る
。
町
は
Ｄ
Ｘ
を
活
用

し
た
産
業
近
代
化
拠
点
の

形
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
す
る
の
か
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
と
展
望
に
つ
い
て
は
、

№
６
駅
周
辺
の
武
蔵
地
区

に
、
農
業
、
商
業
、
工
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
軸
と
し

た
産
業
近
代
化
拠
点
を
形

成
す
る
。
バ
ス
乗
降
場
や

駐
輪
場
の
整
備
に
加
え
、

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

も
大
切
で
、
全
世
代
が
利

用
で
き
る
施
設
も
必
要
と

考
え
る
。
№
７
駅
に
つ
い

て
は
、
J
R
八
高
線
箱
根

ケ
崎
駅
と
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
新
駅
の
接
続
と
、

町
の
顔
と
し
て
の
駅
前
の

活
性
化
を
含
め
て
、
人
の

動
線
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
町

は
将
来
を
見
据
え
、
先
進

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
見
据
え
た

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
く

下
澤　
章
夫　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

瑞穂町における
　子育て環境の課題を問う

香取　幸子　議員（自民誠和会） 質
問
　
政
府
は
２
０
２
３

年
４
月
に
社
会
全
体
で
子

ど
も
の
成
長
を
後
押
し
す

る
た
め
、
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
を
創
設
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
変
革
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
に
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
も
た
ら

や
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
対
策
を
は
じ
め
、

病
児
・
病
後
児
保
育
利
用

料
補
助
な
ど
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
や
ひ
と
り
親
家

庭
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。
新
た
な
課
題
へ
の

対
策
を
研
究
す
る
な
ど
、

適
時
適
切
に
町
の
実
情
に

即
し
た
子
育
て
支
援
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。

さ
れ
る
の
か
。
働
き
な
が

ら
子
育
て
を
し
て
い
る
保

護
者
を
取
り
巻
く
保
育

園
・
学
童
・
小
学
校
な
ど

で
の
課
題
に
つ
い
て
、
ま

た
、
国
が
未
就
園
児
対
策

と
し
て
始
め
る
モ
デ
ル
事

業
に
関
連
し
た
今
後
の
瑞

穂
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

こ
ど
も
家
庭
庁
発

足
で
、
子
育
て
環
境
の
充

実
、
財
源
、
社
会
的
責
務

の
在
り
方
が
論
議
さ
れ
、

効
果
的
な
支
援
が
届
け
ら

れ
る
事
が
期
待
さ
れ
る
。

町
は
子
育
て
中
の
保
護
者

の
働
き
方
の
変
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
保
育
園

町の実情に即した子育て支援策を
 展開していく

町長

東京都、多摩都市モノレール株式会社「都市計画素案のあ
らまし」3ページ平面図より一部抜粋

ギカイのひろば Vol.23811



質
問
　
関
東
大
震
災
か
ら

９
月
で
１
０
０
年
を
迎
え

る
。
５
月
に
入
り
、
石
川

県
能
登
地
方
で
最
大
震
度

６
強
、
千
葉
県
南
部
で
５

強
な
ど
、
北
日
本
か
ら
東

日
本
の
太
平
洋
側
や
奄
美

か
ら
沖
縄
で
も
地
震
が
起

き
て
い
る
。
首
都
直
下
や

南
海
ト
ラ
フ
で
の
巨
大
地

震
が
危
惧
さ
れ
る
中
で
、

町
は
「
い
か
な
る
災
害
等

が
発
生
し
よ
う
と
も
、
人

命
の
保
護
が
最
大
限
図
ら

れ
る
こ
と
」
な
ど
を
目
標

と
し
た
計
画
も
策
定
し
て

い
る
が
、
機
能
さ
せ
る
た

め
の
課
題
も
あ
る
と
捉
え

る
。
地
域
防
災
の
現
状
に

つ
い
て
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長

町
は
総
合
防
災
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
危
機
管
理
官
の
配

置
、
避
難
所
機
能
の
整
備
、

地
域
住
民
の
意
識
啓
発
と

協
働
、
医
療
体
制
等
対
処

機
能
の
強
化
な
ど
、
数
多

く
の
防
災
施
策
を
充
実
さ

せ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
地
域

の
世
話
役
の
高
齢
化
に
よ

り
、
地
域
力
が
不
十
分
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
新
た
な

人
材
育
成
が
必
要
と
感
じ

て
い
る
。
自
主
防
災
組
織

と
学
生
が
協
働
し
、
地
域

と
家
庭
を
結
ぶ
新
た
な
力

と
な
る
よ
う
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

地
域
防
災
の
現
状
に
つ
い
て

若
い
学
生
な
ど

　
　
　
新
た
な
人
材
育
成
が
必
要

古
宮
　
郁
夫
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

自転車用ヘルメットの
着用促進および購入費補助を

原　隆夫　議員（公明党） 質
問
　
改
正
道
路
交
通
法

が
本
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
、
す
べ
て
の
自
転
車

利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

警
視
庁
の
調
べ
で
は
自
転

車
乗
車
中
に
亡
く
な
っ
た

人
の
約
６
割
が
頭
部
に
致

命
傷
を
負
っ
て
お
り
、
非

着
用
の
場
合
の
致
死
率
は

着
用
し
て
た
場
合
の
約

２
・
１
倍
と
な
っ
て
い
る
。

４
月
２８
日
に
都
知
事
は

「
区
市
町
村
が
補
助
す
る

経
費
の
半
分
（
上
限
１
０

０
０
円
）
を
都
が
負
担
し

て
い
く
」
と
の
意
向
を
示

し
た
。
わ
が
町
も
着
用
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
助

成
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長

東
京
都
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
区

市
町
村
に
対
す
る
補
助
事

業
の
実
施
を
公
表
し
た
。

町
も
こ
れ
を
受
け
「
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促

進
補
助
金
」
を
創
設
す
る

予
定
で
あ
る
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
費
用
の
一
部
補
助

を
、
今
議
会
の
一
般
会
計

補
正
予
算
案
に
計
上
し
て

い
る
。
事
故
の
危
険
性
お

補助制度を実施する町長

よ
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

重
要
性
の
理
解
、
並
び
に

安
全
運
転
と
歩
行
者
保
護

に
つ
い
て
、
福
生
警
察
署

や
交
通
安
全
推
進
協
議
会

と
協
力
し
、
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

耕
心
館
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
な
ど
を

住
宅
等
防
犯
対
策
補
助

金
事
業
の
創
設
を

教
育
長

江
戸
時
代
末

期
の
建
物
で
あ
り
、
設

置
す
る
の
は
構
造
上
困

難
で
あ
る
。

町
長

個
別
住
宅
の
防

犯
対
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
住
宅
で
対
処
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本
で

あ
る
。

町
長

一小での総合防災訓練
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質
問
　
令
和
４
年
１１
月
、

福
生
病
院
に
お
い
て
構
成

市
町
と
医
師
会
等
が
参
加

し
、
災
害
時
緊
急
医
療
救

護
所
の
設
置
訓
練
を
実
施

し
た
。
各
自
治
体
で
は
対

策
本
部
を
設
置
し
、
病
院

の
本
部
と
の
連
携
、
傷
病

者
の
搬
送
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
こ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

町
は
医
療
救
護
所
を
設
置

し
、
各
避
難
所
や
地
域
の

傷
病
者
の
確
認
と
そ
の
後

の
行
動
の
在
り
方
、
医
師

会
等
と
の
連
携
協
力
、
救

護
所
の
行
動
訓
練
な
ど
を

行
い
、
災
害
時
の
医
療
救

護
体
制
を
構
築
す
べ
き
と

考
え
る
。
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長

災
害
拠
点
病
院
が

重
傷
者
な
ど
の
治
療
に
集

中
す
る
た
め
、
ト
リ
ア
ー

ジ
を
行
い
、
軽
傷
者
な
ど

は
医
療
救
護
所
で
手
当
て

を
行
う
こ
と
と
な
る
。
救

護
所
は
、
発
災
後
72
時
間

以
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

救
護
所
の
運
営
に
は
、
医

療
従
事
者
の
確
保
も
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
医
師
会

や
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
看
護
師
な
ど
と
の
連

携
、
協
力
が
重
要
で
あ
る
。

７
月
に
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
医
療
救
護
所
設
置

訓
練
を
実
施
す
る
。
今
後

も
医
療
関
係
者
と
の
意
見

交
換
や
訓
練
を
通
じ
て
、

医
療
救
護
体
制
の
構
築
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
時
医
療
救
護
所
設
置
訓
練
の
実
施
と
災
害
時

の
避
難
所
な
ど
と
の
医
療
救
護
体
制
の
構
築
を

７
月
に
医
療
救
護
所
設
置

 

訓
練
を
実
施
す
る

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

瑞穂の未来を見据え

榎本　義輝　議員（自民誠和会） 質
問
　
騒
音
も
Ｃ
Ｖ

－

２２

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
よ

り
増
大
し
、
落
下
・
墜
落

の
危
険
性
も
認
識
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
平
成
１１
年
５
月

１０
日
の
臨
時
会
に
お
い
て

軍
民
共
用
絶
対
反
対
の
決

議
を
全
会
一
致
で
採
決
し

は
軍
民
共
用
化
絶
対
反
対

の
決
議
を
全
会
一
致
で
採

択
し
、
議
会
と
行
政
は
共

同
し
て
要
請
活
動
を
し
て

い
る
。
議
会
が
反
対
し
て

い
る
中
で
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
検
証
す
る
こ

と
は
軍
民
共
用
化
反
対
の

意
思
に
反
す
る
こ
と
に
な

る
。
基
地
所
在
地
に
対
す

る
損
失
補
填
や
交
付
金
も

十
分
と
は
言
え
な
い
。
町

が
受
け
て
い
る
基
地
に
起

因
す
る
各
種
障
害
の
解
消

に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
町

議
会
、
周
辺
自
治
体
と
も

連
携
し
て
い
く
。

た
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

し
か
し
、
防
音
工
事
の
範

囲
が
狭
ま
る
な
ど
対
策
も

十
分
で
は
な
く
、
町
の
未

来
も
人
口
減
少
に
転
じ
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
中
、

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
検
証
し
、
未
来
を
見
据

え
た
方
向
性
を
打
ち
出
す

べ
き
と
思
う
が
所
見
を
伺

う
。

町
長

平
成
１１
年
４
月
に

都
知
事
か
ら
軍
民
共
用
化

が
表
明
さ
れ
た
際
、
議
会

検証は軍民共用化反対の意思に反する町長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

私
道
の
補
助
制
度
の
見

直
し
や
貸
付
制
度
の
創

設
を

町
長

公
共
性
・
公
平

性
の
面
か
ら
も
、
現
時

点
で
は
、
考
え
て
い
な

い
。

瑞穂町ホームページ
「瑞穂町と横田基
地」より抜粋

保健センターで行われた災害時医療救護所設置訓練
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質
問
　
町
に
は
、
大
・
小

合
わ
せ
て
４４
カ
所
の
都
市

公
園
が
あ
り
、
２１
カ
所
の

多
目
的
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
利
用

者
の
多
い
公
園
な
ど
、
ほ

こ
り
や
床
面
の
汚
れ
を
目

に
し
、
住
民
か
ら
も
清
掃

作
業
の
改
善
を
求
め
る
声

が
多
々
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

問
①
　
清
掃
作
業
の
回
数

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

町
長

松
原
中
央
公
園
な

ど
規
模
の
大
き
い
公
園
で

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
人
員
が
常
駐
し
、

常
に
点
検
・
清
掃
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
公

園
は
、
地
域
の
町
内
会
な

ど
に
点
検
・
清
掃
を
お
願

い
し
、
使
用
頻
度
や
汚
れ

具
合
を
勘
案
し
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
町
職
員

に
よ
る
巡
回
や
、
利
用
者

か
ら
の
通
報
に
よ
っ
て
、

職
員
が
随
時
清
掃
を
行
う

な
ど
対
応
し
て
い
る
。

問
②
　
掃
除
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
、
清
掃
点
検
表
な

ど
を
掲
示
し
、
衛
生
管
理

状
況
の
可
視
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長

清
掃
を
依
頼
す
る

と
き
に
は
、
作
業
範
囲
や

方
法
な
ど
を
説
明
し
て
い

る
が
、
点
検
表
の
表
示
は

お
願
い
し
て
い
な
い
。
表

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

清
掃
担
当
者
だ
け
の
責
任

が
追
及
さ
れ
、
地
域
全
体

で
管
理
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
が
薄
ら
ぐ
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

町
・
都
市
公
園
の

　
　
ト
イ
レ
管
理
に
つ
い
て

大
坪
　
国
広
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

地域力向上への打開策と
　　　　将来展望について

森　　　亘　議員（自民誠和会） 質
問
　
今
後
加
速
す
る
超

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
地

域
力
の
向
上
は
行
政
で
は

担
い
き
れ
な
い
住
民
福
祉

を
補
完
し
、
安
全
・
安
心

な
日
々
の
暮
ら
し
を
担
保

す
る
上
で
必
須
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
、
町
内
会

や
子
ど
も
会
な
ど
の
加
入

率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

特
に
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
地
域
行
事
へ
の

参
加
率
に
つ
い
て
の
調
査

で
は
全
国
平
均
を
下
回
り
、

中
学
生
に
至
っ
て
は
１０
％

未
満
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
町
の
地

域
力
向
上
へ
の
打
開
策
と

将
来
展
望
に
つ
い
て
町
長
、

教
育
長
に
所
見
を
伺
う
。

町
長

現
在
、
町
内
会
・

自
治
会
の
加
入
率
は
36
・

４
％
、
子
ど
も
会
の
加
入

率
は
１4
％
で
あ
る
。
地
縁

組
織
と
し
て
の
機
能
を
守

新たな取り組みに
　　　チャレンジする力が鍵

町長

る
だ
け
で
は
な
く
、
新
た

な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
力
が
、
地
域
力
向

上
の
鍵
に
な
る
と
思
う
。

例
え
ば
福
祉
、
防
災
・
防

犯
、
子
育
て
、
趣
味
な
ど
、

よ
り
地
域
に
合
っ
た
新
し

い
発
想
で
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
の
重
要
性
を
、
行
政

も
地
域
も
認
識
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
。
今
年
４
月

に
開
設
し
た
「
協
働
の
窓

口
」
を
通
じ
て
、
行
政
と

町
民
が
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
地
域
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

多
く
の
公
園
の
ト
イ
レ
は
町
内
会
な
ど
に

点
検
・
清
掃
を
お
願
い
し
て
い
る

町
長

松原西公園のトイレ

子どもみこし（松原ひばり子供会）
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■議会モニターの主な役割
▶︎�議会が行う傍聴が可能な各種会議（本会議、委員会など）を可能な範囲で傍聴し、会議
に関する意見を述べることができます。
▶︎�瑞穂町議会だより「ギカイのひろば」・瑞穂町議会ホームページに関する意見を述べるこ
とができます。
▶︎�委員会などから要請があった場合、会議に出席し、求めに応じて意見を述べることが
できます。

■応募資格　次のすべてに当てはまる方
・町内に在住、または在勤する方
・18歳以上の方
・前向きで建設的な話し合いに協力できる方
・国または地方公共団体の議員（元議員を含む）でない方
・国または地方公共団体の常勤の公務員でない方

■募集人員　７人以内

■任　　期　�令和５年11月初旬より令和６年３月31日（次年度からは１年間の期間と
なります。再任は妨げません）

■応募方法　次のどちらかの方法でご応募ください。
▶︎議会事務局へ直接申し込み
　�窓口で配布または町議会ホームページからダウンロードした応募用紙にご記入の上、
議会事務局へご提出ください。（郵送可）
　〒190-1292　東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
▶︎電子申請
　下記の二次元コードを読み込むか、町議会ホームページからご応募ください。

■謝　　礼　議会モニターは無償となります。

■応募締切　令和５年９月15日㈮まで（必着）

■申込み・問合せ先　議会事務局議事係　☎︎557－7693

議会モニターを募集
します

第１期

ギカイのひろば Vol.23815



輝 〜people of mizuho〜
  かがやき

　新しいメンバーでの編集作業がスタートしました。全員が議
会だよりの編集を希望して集まったメンバーで、活発な意見が
飛び交います。「議会だよりは、こんな風に議員が時間をかけ
て作っていたことに驚きました。」新
人議員の言葉ですが、20年前、私も
びっくりしたことを思い出します。
　一人でも多くの方に読んでいただ
けるよう頑張ります。

文：小川　龍美
広報広聴委員会 広報部会員
小川　龍美　大坪　国広
原　　隆夫　香取　幸子
大和　雅彦　髙橋　洋子
川島　靖弘

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292�東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433
�gikai@town.mizuho.tokyo.jp

瑞穂町議会

�「つなごう～みずほ�ともだちの輪～」の名称が変更となりました。
�「ギカイのひろば」の編集を担当する私たち広報広聴委員会の広
報部会では、「輝

かがやき
～people�of�mizuho～」の取材対象者を募集し

ています。すてきな夢、趣味や特技をお持ちの方、地域活動などで
ご活躍されている方などご紹介ください。自薦他薦は問いませんの
で、お心当たりの方は下記までご連絡ください。私たち広報部会の
メンバーが取材に行きます。

ギ
カ
イ
●
ひ
ろ
ば

2023.8.5　
Vol.238

み
ず
ほ
議
会
だ
よ
り
　
発
行
／
瑞
穂
町
議
会
　
編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会
　
広
報
部
会

の

議会だより編集の様子

私たち広報部会のメンバーが
　　　　　　　　取材に行きます！

6月

■�本会議、委員会の開始時刻は、午前９時30分からです。なお、上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会
になる場合もございます。傍聴に来られる際は、お電話または、ホームページで日程をご確認のうえご来庁ください。

お問い合わせ　議会事務局　☎557－7693（直通）

日 月 火 水 木 金 土
13 14 15 16 17 18 19

請願、陳情の
受付締め切り日

20 21 22 23 24 25 26

議会運営委員会

27 28 29 30 31 1 2
本会議

（一般質問）
3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問・議案審議）

本会議
（一般質問・議案審議）

総務産業建設委員会
広報広聴委員会 厚生文教委員会

10 11 12 13 14 15 16

決算特別委員会 決算特別委員会 決算特別委員会

17 18 19 20 21 22 23
決算特別委員会
（議員間討議） 議会運営委員会

24 25 26 27 28 29 30
本会議

（議案審議）

次回�9月定例会（予定） 9月1日～25日

9月本会議月本会議9月9

8月

みずほ議会だより「ギカイのひろば」Vol.237（2023.6.1）に誤りがありました。お詫びして、訂正いたします。
裏表紙上段　〔誤〕多摩都市モノレール等建設促進協議会会員　　〔正〕多摩地域都市モノレール等建設促進協議会会員

議会事務局　☎557－7693（直通）

  かがやき  かがやき  かがやき


